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4. 研究課題の概要（300 字程度） （申請書から変更がある場合は、変更点が分かるように明記してください） 

本研究では、これまで様々な機関において作製されてきた京都の有形無形の文化資源デジタルコンテンツを集

積させ、それらを流通・活用させるためのプラットフォームを構築することを目的としている。 

このプラットフォームを通して、様々な文化観賞シーンにおけるユーザ体験を向上させることはもちろん、それによ

って文化資源のデジタルコンテンツの蓄積がさらに促進されるという、文化資源の宝庫である京都ならではのデジタ

ル・アーカイブ・スパイラル（循環）を創出し、さらにそれらを相互に利用することによって、それらを素材とした新たな

デジタルコンテンツの構築を促進させる。 

また、そうした文化資源デジタルコンテンツの流通や活用に関する著作権などに関しても検討する。 

5. 研究成果の概要 （この項は、本センターのホームページ・紀要等で公開することがあります） 

4.の構想実現に向けて、これまで個々の目的によって蓄積されてきた既存の文化資源デジタルコンテ 

ンツが共通の基盤上で継続的に蓄積されていくこと、ユーザ体験としてコンテンツ品質の高いこと、ま 

た、活用に重点を置いたデジタルコンテンツを共有する仕組みや、その利用に関するコンテンツ・フォ 

ルダーやデジタルコンテンツ作製者との権利交渉等、実例を踏まえながら検討していく必要があった。 

そこで、本年度は「洛中洛外図屏風」を題材にし、構想に対するモデルケース＜「洛中洛外図」WEB 

プラットフォーム＞の構築に着手した。具体的には、国内外に約180種現存すると言われるこの屏風の 

デジタルデータ、及びそのメタデータを蓄積し、ユーザビリティの高いWEBプラットフォーム上で共有 

できるようにするため、「洛中洛外図屏風ポータルサイト」「洛中洛外図屏風の閲覧システム」「洛中 

洛外図屏風の比較閲覧システム」を試作した。 

同屏風は2013年に東京国立博物館で開催された「京都－洛中洛外図と障壁画」や2015年京都文化博物 

館での「京（みやこ）を描く」の主題となり、鑑賞対象としても研究テーマとしても認知の高まりつつ 

あるのと共に、まさに京都盆地をその被写体とした美術品でもあると共に、地理情報を包有した歴史的 

資料とも言える。 
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